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1. はじめに 

 インターネットサーバの運用にあたり、ネッ

トワークからの不正侵入によるシステムの停止

や情報漏洩といった事故を防ぐため、セキュリ

ティを確保する必要がある。セキュリティを確

保する方法の一つとして、使用しているサーバ

OS のサポート期限が切れる前に行う OS のアッ

プグレードがある。OS のサポート期限が終了す

ると OS の脆弱性を修正するセキュリティ更新

を受けることができなくなるので使用している

OS を新しい OS へアップグレードもしくは移行

させる必要がある。OS のアップグレードもしく

は移行は、手動で行うと多くの作業時間が必要

となるため、作業時間を効率よくすることが求

められている。私は、手動の作業を自動化する

ことで時間効率が良くなると考えた。 

 

2. 本稿で使用するシステムとテスト 

 研究室で運用している医療情報共有システム

を使用して検証を行う。医療情報共有システム

で使用している OS は Vine Linux である。Vine 

Linux はサポート期限が未定であることや Linux

を個人用として使用したい人をターゲットユー

ザとしていることから、新しいサーバ OS へ移

行させる必要があった。 

アップグレード後の対象となる OS はターゲッ

トユーザが企業のサーバや業務用デスクトップ

環境の構築としており約 10 年間の OS のサポー

ト期限がある CentOSへ移行する。 

医療情報共有システムの目的は、診療の連携に 
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より高度な診断を患者に提供することが目的で

ある。目的を果たすためのやりとりとして図１

のシーケンス図の処理内容が行われる。 

今回のテストでは、図１のシーケンス図の処理

内容が OS 移行後も稼働することで医療情報共

有システムが目的を果たしているかどうかを検

証する。ブラックボックス型技法である状態遷

移テストを行う。状態遷移テスト技法は、シス

テムのテストにおいて入力後の状態の遷移を表

すことで、機能の経路を把握しやすくする。医

療情報共有システムの目的を果たすため発生し

うる遷移列をテストケースとして考え、操作に

よって「遷移できること」を明らかにしソフト

ウェアの品質を高める[1]。 

また、ソフトウェアテストにおいてテスト対象

となるプログラムコード（内部ロジック）全体

の中で、テストが行われた部分が占める割合を

求めるためコードカバレッジを行う[2]。コード

カバレッジの 1 つであるステートメントカバレ

ッジを行うことで、実行可能な命令のうち、テ

ストで実行された命令の割合を示しテストの達

成度を求める[3]。 

 

 
図１：システムの目的を果たす際の処理 

 

3. 評価と結果 
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3.1手動移行と自動移行 

Vine Linux から CentOS へ医療情報共有シス

テムを移行する際の時間を測定する。OS 移行は、

手動と自動それぞれ CUI にコマンドを入力して

行う。コマンドを入力してから医療情報共有シ

ステムの移行が完了するまでにかかる時間を測

定することでどちらの方がより時間効率が良く

なるか評価できる。 

結果、図 2 のように手動で移行を行うより自動

による移行の方が時間の効率が良いとわかった。 

 

手動によるアップグレード時間 自動によるアップグレード時間

16分25秒 3分17秒

20分11秒 2分20秒

18分45秒 2分2秒

12分30秒 2分40秒

16分50秒 2分32秒

13分21秒 2分22秒

10分40秒 1分40秒

14分50秒 2分41秒

13分21秒 2分23秒

18分5秒 2分35秒  
図 2：手動と自動によるアップグレード時間の差 

 

状態遷移テストで行った実行可能なテストケー

スのうち、テストで実行された命令の割合を示

しテストの達成度を求めるステートメントカバ

レッジを行う。それにより Vine Linux で稼働し

ていた処理が近いものかテストの達成度により

評価できる。OS 移行後に稼働する医療情報共有

システムが移行前の目的を果たしていない場合、

異なるシステムになっていることになる。よっ

てステートメントカバレッジによる達成度の目

標値は 100％とする。 

結果、テストケース通りにシステムが稼働した

ことで求められた達成度は 100％網羅となった。

これにより OS 移行後の医療情報共有システム

は、目的を果たしていることがわかった。 

 

4. おわりに 

OS のアップグレードは手動で行うと多くの作

業時間が必要となるため、移行を自動化するこ

とで簡略化することができるのではないかと考

えた。 

実験の結果では、手動より自動による移行時間

のほうが大きく簡略化することがわかった。ま

た、移行後の医療情報共有システムが目的を果

たしている達成度を求めるステートメントカバ

レッジを行うことで移行後も医療情報共有シス

テムが目的を果たしていることが保障できた。 

今回の実験では VM（テスト用マシン）を用いて

いたが、本番マシン上でテストを行っていない

ことが今後の課題として挙げられる。 
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